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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第44期
第２四半期
連結累計期間

第45期
第２四半期
連結累計期間

第44期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 7,589,564 7,442,813 15,308,432

経常利益又は経常損失(△) (千円) 92,936 △75,702 267,798

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) 21,990 △147,782 126,168

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 13,505 △135,910 152,786

純資産額 (千円) 7,476,412 7,479,393 7,615,715

総資産額 (千円) 10,806,809 10,421,293 10,834,772

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) 0.85 △5.69 4.86

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 69.0 71.5 70.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 386,105 △32,798 1,010,397

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △220,323 △400,596 △571,173

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △198,761 △118,918 △378,185

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,555,112 2,096,816 2,649,131

　

回次
第44期
第２四半期
連結会計期間

第45期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) (円) △1.38 △6.32

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 第44期の「潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額」及び第44期第２四半期連結累計期間の「潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益金額」については潜在株式は存在しますが希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため、第45期第２四半期連結累計期間の「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額」につい

ては１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容

に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、大幅な金融緩和や財政支出に加え、TPPへの参

加表明といった各種成長戦略に伴い、為替における円安の進行や株価の上昇といった景気回復の基調が

垣間見られつつあるも、安定的な状態ではなく、依然として先行きは不透明といえます。

また、個人消費に関しましても、一部で高価格帯の商品の需要が増加傾向にあるといわれますが、消

費税率のアップ等による個人所得に対する先行きの不透明感などにより、引き続き厳しい経営環境が続

いております。

このような状況の中、当社グループにおきましては、堅実な店舗運営と着実な収益構造の確立を図っ

てまいりました。

店舗状況といたしましては、当第２四半期連結会計期間末における当社グループの店舗数は、「旬鮮

酒場天狗」31店舗、「和食れすとらん天狗」（「旬鮮だいにんぐ天狗」「ステーキ大作戦」含む）48店

舗、「テング酒場」44店舗の合計123店舗となっております（内フランチャイズ１店舗）。

もっとも、このような取り組みに際し、あくまで当社グループは愚直なまでにお客様への四つの誓い

「良いものを安く、早く、清潔に、最高の雰囲気で」の実現に向け、当社グループ一丸となって邁進す

ることを徹底しております。こうした観点から、従来から継続して取り組んでおります店舗営業に係る

内部監査や衛生監査について、更に内容の充実に取り組み、理念の徹底を図っております。

以上のような取り組みの結果として、当第２四半期連結累計期間における連結売上高は、74億42百万

円で前第２四半期連結累計期間比98.1％となっております。

他方、利益面につきましては、各種効率化施策を実施したものの、売上の減少と物価の上昇に伴う原

価率の悪化、加えて猛暑と単価上昇による電気代の上昇等の経費の増加により、営業損失は73百万円

（前年同期は営業利益86百万円）、経常損失75百万円（前年同期は経常利益92百万円）、四半期純損失

１億47百万円（前年同期は四半期純利益21百万円）となっております。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて４億13百万円減少し、

104億21百万円となりました。この主な要因といたしましては、設備投資に伴い、有形固定資産が17百

万円、無形固定資産が39百万円、投資その他の資産が22百万円増加したものの、現金及び預金が５億52

百万円減少していることによるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べて２億77百万円減少し、29億41百万円となりました。その主な

要因といたしましては、退職給付引当金が26百万円増加いたしましたが、買掛金が30百万円、１年内償

還予定の社債及び社債が50百万円、未払法人税等が56百万円、その他流動負債が１億58百万円減少して

いることによるものであります。

また、純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて１億36百万円減少し、74億79百万円となり

ました。その主な要因といたしましては、利益剰余金が１億47百万円減少していることによるものであ

ります。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年

度末に比べ５億52百万円減少し、20億96百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況については

下記の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、32百万円となりました。これは主に減価償却費３億40百万円に

よって得られた資金に対し、税金等調整前四半期純損失、棚卸資産の増加、その他の流動資産の増

加、仕入債務の減少、未払消費税等の減少、その他の流動負債の減少による３億59百万円の支出によ

るものであります。前年同四半期連結累計期間において得られた資金は３億86百万円でした。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、４億円となりました。これは主に有形固定資産の取得及び無形固

定資産の取得による支出３億88百万円によるものであります。使用した資金は前年同四半期連結累計

期間に比べ、１億80百万円の増加であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、１億18百万円となりました。これは主に長期借入れによる５億円

の収入に対し、長期借入金の返済、社債の償還、リース債務の返済による６億18百万円の支出による

ものであります。使用した資金は前年同四半期連結累計期間に比べ、79百万円の減少であります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は12百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　

(6) 従業員数

当第２四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　

(7) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　

(8) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末に

おける計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 84,712,800

計 84,712,800

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,579,527 26,579,527
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 26,579,527 26,579,527 ― ―

(注)　提出日現在発行数には、平成25年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月30日 ─ 26,579,527 ─ 5,257,201 ─ 1,320,000

　

(6) 【大株主の状況】

平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社永幸 東京都三鷹市井の頭五丁目26－12 4,242 15.96

飯　田　永　太 東京都武蔵野市 3,787 14.25

株式会社岡永
東京都中央区日本橋馬喰町一丁目７－３
岡永ビル

1,443 5.43

山　内　　　薫 東京都三鷹市 1,089 4.09

飯　田　愛　太 東京都三鷹市 850 3.20

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７－１ 778 2.92

サッポロビール株式会社 東京都渋谷区恵比寿四丁目20－１ 729 2.74

飯　田　　　博 東京都目黒区 380 1.43

飯　田　健　太 東京都杉並区 341 1.28

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海一丁目８－11 186 0.70

計 ― 13,830 52.03

(注)　上記のほか当社所有の自己株式617千株(2.32％)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 617,400

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,929,000
259,290 同上

単元未満株式 普通株式 33,127 ― 同上

発行済株式総数 26,579,527 ― ―

総株主の議決権 ― 259,290 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権の数20個)

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式51株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
テンアライド株式会社

東京都目黒区
鷹番二丁目16番18号
(Ｋビル)

617,400 ─ 617,400 2.32

計 ― 617,400 ─ 617,400 2.32

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,749,131 2,196,816

売掛金 118,142 96,099

たな卸資産
※1 151,277 ※1 200,723

その他 318,186 350,474

流動資産合計 3,336,738 2,844,113

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,369,244 9,282,233

減価償却累計額 △7,372,073 △7,255,869

建物及び構築物（純額） 1,997,170 2,026,363

機械及び装置 1,507,395 1,516,590

減価償却累計額 △1,228,779 △1,223,466

機械及び装置（純額） 278,615 293,123

工具、器具及び備品 2,112,881 2,124,399

減価償却累計額 △1,817,211 △1,855,493

工具、器具及び備品（純額） 295,669 268,905

土地 245,103 245,103

建設仮勘定 － 467

有形固定資産合計 2,816,559 2,833,963

無形固定資産 73,936 113,279

投資その他の資産

敷金及び保証金 4,438,272 4,430,520

その他 170,665 200,816

貸倒引当金 △1,400 △1,400

投資その他の資産合計 4,607,538 4,629,936

固定資産合計 7,498,034 7,577,179

資産合計 10,834,772 10,421,293
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 381,813 350,921

1年内返済予定の長期借入金 136,895
※2 201,000

1年内償還予定の社債 100,000 75,000

未払法人税等 106,250 50,126

資産除去債務 22,450 22,487

その他 889,824 731,603

流動負債合計 1,637,235 1,431,139

固定負債

社債 25,000 －

長期借入金 515,338
※2 438,750

退職給付引当金 924,016 951,012

その他 117,466 120,998

固定負債合計 1,581,821 1,510,760

負債合計 3,219,056 2,941,899

純資産の部

株主資本

資本金 5,257,201 5,257,201

資本剰余金 1,320,293 1,320,293

利益剰余金 1,167,403 1,019,620

自己株式 △234,037 △234,081

株主資本合計 7,510,860 7,363,034

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14,429 26,301

土地再評価差額金 65,208 65,208

その他の包括利益累計額合計 79,638 91,510

新株予約権 25,216 24,849

純資産合計 7,615,715 7,479,393

負債純資産合計 10,834,772 10,421,293
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 7,589,564 7,442,813

売上原価 2,046,076 2,020,472

売上総利益 5,543,487 5,422,340

販売費及び一般管理費

人件費 2,776,746 2,786,020

退職給付費用 76,238 72,476

地代家賃 1,104,080 1,120,856

その他 1,499,640 1,516,693

販売費及び一般管理費合計 5,456,706 5,496,046

営業利益又は営業損失（△） 86,781 △73,705

営業外収益

受取利息 948 877

受取配当金 1,491 1,659

受取賃貸料 2,859 2,859

固定資産受贈益 8,298 2,738

受取補償金 － 4,073

その他 5,924 3,978

営業外収益合計 19,522 16,187

営業外費用

支払利息 11,103 8,545

支払補償費 － 7,522

その他 2,264 2,116

営業外費用合計 13,367 18,184

経常利益又は経常損失（△） 92,936 △75,702

特別利益

新株予約権戻入益 748 367

特別利益合計 748 367

特別損失

固定資産除却損 13,331 23,952

リニューアル諸費用 8,529 11,862

固定資産処分損 11,015 13,323

その他 4,602 404

特別損失合計 37,477 49,541

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

56,207 △124,876

法人税、住民税及び事業税 34,641 23,033

法人税等調整額 △424 △127

法人税等合計 34,217 22,905

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

21,990 △147,782

四半期純利益又は四半期純損失（△） 21,990 △147,782

EDINET提出書類

テンアライド株式会社(E03108)

四半期報告書

13/20



【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

21,990 △147,782

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8,486 11,871

その他の包括利益合計 △8,486 11,871

四半期包括利益 13,505 △135,910

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 13,505 △135,910
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

56,207 △124,876

減価償却費 318,900 340,970

投資有価証券評価損益（△は益） 4,042 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 33 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,646 26,995

受取利息及び受取配当金 △2,439 △2,537

受取賃貸料 △2,859 △2,859

支払利息 11,103 8,545

有形固定資産除却損 13,331 24,287

売上債権の増減額（△は増加） 24,946 22,043

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,201 △49,445

その他の流動資産の増減額（△は増加） 63,944 △33,310

仕入債務の増減額（△は減少） △49,844 △30,892

未払消費税等の増減額（△は減少） △15,831 △30,420

その他の流動負債の増減額（△は減少） △3,345 △90,725

敷金及び保証金の増減額（△は増加） 38,444 7,751

その他 △3,018 △17,099

小計 449,060 48,427

利息及び配当金の受取額 2,461 2,552

賃貸料の受取額 2,859 2,859

利息の支払額 △10,039 △8,611

法人税等の支払額 △58,237 △78,027

営業活動によるキャッシュ・フロー 386,105 △32,798

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △200,486 △323,282

無形固定資産の取得による支出 △226 △65,369

貸付金の回収による収入 215 193

長期前払費用の取得による支出 △13,906 △12,137

資産除去債務の履行による支出 △5,919 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △220,323 △400,596

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △285,000 －

長期借入れによる収入 247,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △26,591 △512,484

社債の償還による支出 △50,000 △50,000

リース債務の返済による支出 △53,202 △56,391

自己株式の取得による支出 △30,967 △43

財務活動によるキャッシュ・フロー △198,761 △118,918

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △32,979 △552,314

現金及び現金同等物の期首残高 2,588,091 2,649,131

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 2,555,112 ※1 2,096,816
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　
(四半期連結貸借対照表関係)

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

商品 47,289千円 46,340千円

半製品 102,391 〃 152,150 〃

貯蔵品 1,595 〃 2,231 〃

　

※２　純資産額の維持に係る財務制限条項

借入金４億68百万円について下記の通り財務制限条項が付されております。また、確約内容に反した

場合には、当該債務について期限の利益を喪失する可能性があります。

　　(確約内容)

各年度の決算期末における連結貸借対照表において、純資産の部の合計を平成25年度３月期の純資

産合計の75％以上に維持すること。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金 2,655,112千円 2,196,816千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△100,000 〃 △100,000 〃

現金及び現金同等物 2,555,112千円 2,096,816千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

該当事項はありません。

　
当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)及び

 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

当社は同種の外食産業及びその補完的事業を営んでおり、単一セグメントであるため、記載を省略

しております。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引(ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除く)を利用

していないため、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額(△)

85銭 △5円69銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額(△)(千円)

21,990 △147,782

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額(△)(千円)

21,990 △147,782

    普通株式の期中平均株式数(株) 25,982,331 25,962,124

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注) 前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については潜在株式は存在しますが

希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
　

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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三 優 監 査 法 人

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   遠 藤 今 朝 夫   印

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   舩　井　宏　昌   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年11月12日

テンアライド株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているテ
ンアライド株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平
成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、テンアライド株式会社及び連結子会社の平
成25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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